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Cefdinirに 関す る臨床 的検討
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経ロセファロスポ リン系抗生剤cefdinir(CFDN)に ついて,臨 床的に検討 し,以下の成績 を得た。

肺炎3例,急 性気管支炎2例,慢 性気管支炎2例,気 管支拡張症の二次感染2例 の計9例 に,CFDN

1回100mg～200mgを1日3回 経口投与 した。

臨床効果は,著 効2例,有 効3例,や や有効3例,無 効1例 であった。

副作用,臨 床検査値異常 はともに認め られなかった。
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Cefdinir(CFDN)は,新 し く開発 された経 ロセ フェム剤 で

ある。本剤は,グ ラム陽性,陰 性菌に対 して,広 範 な抗菌 スペ

クトラムを有 し,特 にStaphylococcus aureus,Staphylococcus

epidermidis, Streptococcus pyogenes, Streptococcus

Pneumoniaeな どのグラム陽性菌 に対 し,優 れ た抗菌力 を有 し

ている1)。

著者らは,呼 吸器感染症について,そ の有用性 に関 する本 剤

の成績を得たので報告する。

1.対 象 と 方 法

対象 は1987年3月 か ら11月 に表 記2施 設 を受診 し,試

験の同意が得 られ た肺 炎3例,急 性気 管 支 炎2例,慢 性

気管支炎2例,気 管支 拡 張症 の 二 次感 染2例 で あ る。

投与 方法 は,100mgカ プ セ ル を 用 い5例 は1回100

mg,4例 は1回200mgい ずれ も1日3回 食 後 に 経 口投

与 にて行 った。

原則 として,本 剤使 用 前後 にお け る臨床 症 状,各 種 臨

床検査所見,胸 部X線 像 お よ び喀疾 中の 細菌 検 査 所見 を

観察 し,成 績 の判 定 は,本 剤 使 用終 了 時 に これ を行 っ た。

臨床症状,所 見 の評価 に あた って は,と くに,体 温,喀

疾量 とその性状,白 血 球 数,血 沈,CRPを 観 察 した。喀

疲量 は1日50ml以 上 を+,50～10mlを+, 10ml以 下

を+と して記 した。

II.成 績

発熱,膿 性疾,白 血 球 増加,CRP陽 性 な どの うち,い

ずれか3項 目以 上 を有 す る もの を,対 象 とした 。集 積 さ

れた症例 は9例 で あ った(Table 1) 。

1.各 個別症 例 の検 討

〔症例1〕 肺 炎の症例。本 剤投与4日 目に解 熱 し,

CRP,白 血球数の改善が得 られ,有 効 と判定 された。

〔症例2〕 肺炎の症例。本剤投与5日 目に解熱 し,7

日目に咳漱,喀 疾消失 し,有 効 と判定 された。

〔症例3〕 気管支肺炎 の症例。本剤7日 投与 を行 った

が,発 熱,咳 漱,喀 疾 は改善せず,無 効 と判定 された。

起炎菌 はS.aureusと 推定 されたが,消 失 した。この例 で

は,他 の細菌の起炎菌 としての関与が推察 された。

〔症例4〕 高血圧にて入院中,急 性気管支炎 を併発 し

た症例。本剤投与3日 目には解熱 し,喀 疲 の消失を認 め,

5日 目には,咳 漱消失 した々め,著 効 と判定 された。

〔症例5〕 脳動脈硬化症にて入院中,急 性気管支炎 を

併発 した症例。本剤投与2日 前 よ り発熱,咳 漱,喀 疾の

出現がみ られた。本剤投与 開始2日 目に喀疾の消失,5

日目には,解 熱,咳 漱の消失がみ られ,有 効 と判定 され

た。

〔症例6〕 脳動脈硬化症 にて入院中,慢 性気管支炎の

急 性憎悪 を示 した症例。本剤投与1日 前 より発熱,咳 漱,

喀疾が出現 した。本剤1日600mg,13日 間投与 した結果,

解熱 し,咳 漱,喀 疾 も消失 し,著 効 と判定 された。起 炎

菌は,Haemophilus influenzaeと 推定 され,本 剤投与終

了後,消 失 した。

〔症例7〕 脳硬塞後遺症 にて入院中,慢 性 気管支炎の

急性憎悪 を示した症例。本剤8日 間投与 によ り,膿 性疾

が粘性疾 とな り,喘 鳴がやや改善 したため,や や有効 と

判定 された。

〔症例8〕 気管支拡張症の二次感染症例。発熱,膿 性

疾・咳漱 の出現がみられた。本剤投与6日 目には解熱 し,

咳漱,喀 疾 も軽度改善がみ られ,や や有効 と判定 された。
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〔症例9〕 気管支拡張症の二次感染症例o本 剤7日 間

投与 により解熱 を認 めるも,咳 漱,喀 疾は不変であり,

やや有効 と判定それた。

2.起 炎菌の消長

起炎菌 と判定 されたS. aureus 1株(症 例3)と,H

iufluenzae 1株(症 例6)は,い ずれ も消失 した。

3.副 作用

本剤投与中,お よび投与終了後において,本 剤に起因

すると思われる愁訴,所 見はみ られなかった。 また臨床

検査所見上 も異常変動はみられなかった(Table 2)。

III.考 察

本剤は,グ ラム陽性,陰 性菌に対 して,広 範囲な抗菌

スペ ク トラム を有 し,と くに陽性菌に対 して,優 れた抗

菌力 を有 している。 また全国集計 における臨床成績 をみ

て も,呼 吸器感染症 に対 し,76.6%と 高い有効率が認 め

られている2)。著者 らの成績 において,9例 中著効2例,

有効3例,や や有効3例,無 効1例 であった。 ここで,

やや有効 と無効の4例 について見 てみ ると,慢 性気道感

染症3例 が占め,ま た中等症が3例 であった。

細菌学的には,S. aureus, H. influenzae 1株 ずっ,いず

れ も消失を認 めた。 これ らよ り,本 剤 は,比 較的軽症な

呼吸器感染症 にお いて は1日300～600mgで 十分効果が

期待出来 るが,中 等症以上 の症例においては,投 与量を

上 げるな ど,投 与法 につ き考慮する必要があると考えら

れた。

副作用,臨 床検査異常所見 は,い ずれもみられなかっ

た。

以上 か ら本剤は,と くに呼吸器感染症 においては比較

的軽症例 において臨床的有用性が期待できるものと考え

られた。
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We clinically evaluated cefdinir (CFDN), a new oral cephem antibiotic.
A total of 9 patients, 2 with acute bronchitis, 3 with pneumonia, 2 with chronic bronchitis and 2 with

secondary infection of bronchiectasis, were given CFDN in a dose of 100mg or 200mg three times a day.
Clinical response was excellent in 2 patients, good in 3, fair in 3 and poor in 1.
No side effects or abnormal laboratory findings were observed.


